










要約:1)1985-1989 年の 5 年間に治療した 99 名の小児悪性腫瘍症例について調査したとこ

ろ 73 例(74%)が 2 年以上生存していた。そのうち、非再発 60 例の入院日数は 1年目 94 日、

2年目 30 日で、3年目以降は殆んど外来治療であるのに対して、再発例は診断後 1-5 年目

まで毎年 3-5 ケ月間入院しており長期療養状況が明かとなった。2)診断時(2 名)と再発時

(3 名)に正確な病名を告知した。その経験から、告知後の精神的なフォローアップ体制の

確立が最も重要であると考えられた。


